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第33回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

2013年3月3日



●生態系モニタリング専門委員会・・・モニタリングの実施状況を検証し、必要な調査を提案します。

●管理目標WG・・・①既往整備地の維持管理を検討し試行します。②次年度以降の整備内容、今後の組織作りについて検討します。

●広報WG・・・広報内容について検討し、試行します。

●協議会・・・各WGおよび委員会からの報告･提案を受け、協議・承認を行います。

１．今後のスケジュール

平成24年度 平成25年度

前半 後半 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

協議会

■7月21日 第31回
・現地確認、イベント実行委員会設

立、イメージキャラクター募集
■9月29日 第32回
・今年度の工事、水位調査箇所、広

報イベント、民間協力受入

■3月3日
・今年度の活動結果、次年度の活動

計画

生態系

モニタリング

専門委員会

■4月24日 第20回
(管理目標ＷＧ合同)
・委員によるモニタリング計画
■5月24日 ハンノキ合同調査
■8月7日 第21回
(管理目標ＷＧ合同)
・モニタリング中間報告、水位調査箇

所
■9月14日 第22回
・水位調査箇所、テーマ調査

■11月7日 ハンノキ合同調査
■11月12日 第23回
・モニタリング結果、テーマ調査
■12月6日 ハンノキ試験地つる草

刈り
■2月15日 第24回
(管理目標WG合同)
・次年度モニタリング計画

管理目標

ＷＧ

■4月24日 第7回
(モニタリング委員会合同)
・現地確認
■8月7日 第8回
(モニタリング委員会合同)
・整備内容

■11月12日 第9回
・今年度工事の立ち会い者、次年度

以降の整備、協力体制の仕組み作
り

■2月15日 第10回
(モニタリング委員会合同)
・次年度以降の整備、協力体制の仕

組み作り

広報ＷＧ

■5月31日 第3回
・看板、イベント企画（広報誌掲載）、

インターネット活用
■6月21日 第4回
・イメージキャラクター、イベント

■11月1日 第5回
・イメージキャラクター
■1月24日 第6回
・HP、次年度活動

◇イメージキャラクター 7月中旬公募開始、12月中旬決定

◇イベント 10月14日開催（会議4回、現地準備8月11日と前日）
3月5日 次年度イベント実行委員会開催予定

◇HP勉強会 6月～12月に5回開催

工事
■1月25日 委員現地立ち会い
■2月21日 工事見学会

その他
■5月3日 出水により上池旧流路に

河川水が流入

■７月
現地視察

■２月
H25総括
H26予定

工事（７月～１２月）

HP協議会

内公開

一般公開
にむけた検討 ７月一般公開開始

■５月（春イベント） ■９月（秋イベント）

８月イベント広報

生態系モニタリング専門委員会 随時開催

管理目標ワーキング 随時開催

広報ワーキング・イベント実行委員会 随時開催

モニタリング調査計画に基づく調査の実施

■１１月
中間報告
（必要に応じて）

整備内容の検討と管理の試行、今後の組織作りの検討



２．助成事業への応募の検討について
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参考

3月以降～5
月上旬予定

（1）活動助成：身近な自然の保全や、自然とのふれあいを積極的に行ってい
る人々
（2）研究助成：身近な自然環境の保全・活用の促進に関する具体的な研究
や、ふれあいの場としての緑地の質的向上を目指した実証研究等を行っている
人々

公益信託富士フイルム・グリーン
ファンド

8月15日まで
【普通助成】（年2回）
年間の事業計画に基づく事業に対する助成
10月から翌年3月までの事業

【簡易助成】（随時受付・簡易審査）
緊急に活動する必要が生じた時の助成

平成25年3月
末日必着

(1)具体的に着手の段階にある研究・活動。
(2)営利を目的としない研究・活動。
(3)研究・活動主体の資格は問わないが、次の条件を満たすもの。（任意の団
体の場合）
助成金の使途が助成の目的に沿って適確であり、代表者または管理者の定めの
ある団体･･･（略）。
日本の緑を構成する森林等の陸域、または海、湖沼、河川等の水域の自然環境
(生物の生態把握等も含む)に関する実践的な研究・活動

タカラ・ハーモニストファンド助
成事業

偶数月の月末
小規模で草の根活動を行っている団体（団体の年間収入が3500万円以下が目
安）
「環境保護活動」「動物の福祉/権利擁護活動」「人道支援/人権擁護活動」

「LUSHチャリティバンク」助成
（株式会社ラッシュジャパン ）

随時埼玉県における、環境保全
に関する自主的な、非営
利・民間活動、及び学術的
研究（個人・団体）に対す
る助成

サイサン環境保全基金

3月11日～4
月10日

申請期間

NPO法人、任意団体等（NGO、ボランティア団体等）
●環境分野
（1）地域の自然環境を守る活動、（2）循環型地域社会をつくるための活
動、（3）地域の自然や環境の大切さを学ぶための活動
2013年7月20日～2014年7月19日に実施する活動

助成対象

全労済地域貢献助成事業

助成事業名（団体名）

１）当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業

広報WGを中心とした活動に際して、下記の情報を確認し、当面のH25 活動に利用可能な場合は応募を検討・実施していきます。



２）今後の助成事業等への応募

4

下記の情報などを随時確認しながら、利用可能な助成事業等への応募を検討・実施していきます。

例① 埼玉県NPO情報ステーション 例② 助成財団センター

２．助成事業への応募の検討について
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随時
原則とし1ヶ月
以内に決定

申請期間

【簡易助成】（随時受
付・簡易審査）
緊急に活動する必要が生
じた時の助成

管理目標WG
広報WG

該当WG・活動

埼玉県における、環境保全に関
する自主的な、非営利・民間活
動、及び学術的研究（個人・団
体）に対する助成

助成対象

サイサン環境保全基金
（財団法人 サイサン環境
保全基金）

助成事業名（団体名）

当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業
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8月15日まで
（9月決定）

申請期間

【普通助成】（年2回）
年間の事業計画に基づく事
業に対する助成
10月から翌年3月までの事
業

管理目標WG
広報WG

該当WG・活動

埼玉県における、環境保全に
関する自主的な、非営利・民
間活動、及び学術的研究（個
人・団体）に対する助成

助成対象

サイサン環境保全基金
（財団法人 サイサン環境
保全基金）

助成事業名（団体名）

当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業
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平成25年3月
末日必着

申請期間

協議会本体
管理目標WG
広報WG
生態系モニタリ
ング専門委員会

該当WG・活動

(1)具体的に着手の段階にある研究・活動。
(2)営利を目的としない研究・活動。
(3)研究・活動主体の資格は問わないが、次の条件を満たすも
の。（任意の団体の場合）
助成金の使途が助成の目的に沿って適確であり、代表者また
は管理者の定めのある団体･･･（略）。
日本の緑を構成する森林等の陸域、または海、湖沼、河川等
の水域の自然環境(生物の生態把握等も含む)に関する実践的
な研究・活動

助成対象

タカラ・ハーモニストファ
ンド助成事業
（公益信託 タカラ・ハー
モニストファンド）

助成事業名（団体名）

関東地方の例

当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業
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偶数月の月末

申請期間

管理目標WG
広報WG

該当WG・活動

小規模で草の根活動を行っている団体（団体の年間収入が
3500万円以下が目安）
「環境保護活動」「動物の福祉/権利擁護活動」「人道支援/
人権擁護活動」

助成対象

「LUSHチャリティバン
ク」助成
（株式会社ラッシュジャパ
ン ）

助成事業名（団体名）

当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業
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3月以降～5
月上旬予定

申請期間

協議会本体
管理目標WG
広報WG
生態系モニタリ
ング専門委員会

該当WG・活動

（1）活動助成：身近な自然の保全や、自然とのふれあいを積極的
に行っている人々
（2）研究助成：身近な自然環境の保全・活用の促進に関する具体
的な研究や、ふれあいの場としての緑地の質的向上を目指した実証
研究等を行っている人々

助成対象

公益信託富士フイル
ム・グリーンファンド

助成事業名（団体名）

当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業
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当面のH25活動における応募の可能性がある助成事業

3月11日～4
月10日

申請期間

管理目標WG
広報WG

該当WG・活動

NPO法人、任意団体等（NGO、ボランティア団体等）
●環境分野
（1）地域の自然環境を守る活動、（2）循環型地域社会をつくるための
活動、（3）地域の自然や環境の大切さを学ぶための活動
2013年7月20日～2014年7月19日に実施する活動

助成対象

全労済地域貢献助成事業

助成事業名（団体名）


